
軟カプセル剤の夏季における取り扱いのお願い 
 

 

下記製品は、添加剤としてゼラチンを含有している「軟カプセル剤」です。 

ゼラチンの特性から、高温多湿条件下での保管により、カプセルが吸湿により軟化し、付着やベタつきが生じ

る可能性がございます。 

 

梅雨や夏場など湿度が高い時期の保管環境には、ご配慮頂きますようお願い申し上げます。１） 

 

 

軟カプセル剤 製品一覧  

・アルファカルシドールカプセル0.25μg/0.5μg/1μg｢サワイ｣ 

・イコサペント酸エチルカプセル300mg｢サワイ｣ 

・イコサペント酸エチル粒状カプセル300mg/600mg/900mg｢サワイ｣ 

・エルデカルシトールカプセル0.5μg/0.75μg｢サワイ｣ 

・カルシトリオールカプセル0.25μg/0.5μg｢サワイ｣ 

・デュタステリドカプセル0.5mgＡＶ｢サワイ｣ 

・デュタステリドカプセル0.5mgＺＡ｢サワイ｣ 

・トコフェロールニコチン酸エステルカプセル200mg｢サワイ｣ 

・ニフェジピンカプセル5mg/10mg｢サワイ｣ 

 

１） 参考文献：橋爪 圭吾，ＰＨＡＲＭ ＴＥＣＨ ＪＡＰＡＮ，じほう，Ｖｏｌ.26 Ｎｏ.13，2010，ｐ117-120  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜お問い合わせ先＞ 

沢井製薬株式会社 医薬品情報センター 

フリーダイヤル 0120-381-999 

2025 年 6 月 沢井製薬株式会社 品質保証部 作成 

◆ 医療関係者様へのお願い 

 夏季（梅雨・夏場）は湿度が高いため、可能であれば軟カプセル剤は一次包装（PTPシート、アルミ分包）

のままでの調剤をお願いします。 

 自動分包機ケース内に軟カプセル剤が保管されている場合には、夜間の湿度にもご注意下さい。 

 製品の使用にあたりましては、各製品の電子添文をご確認下さい。 

◆ 医療関係者から患者さんへお伝えいただきたいこと（梅雨・夏場）  

 軟カプセル剤は缶などの密閉容器に、乾燥剤（シリカゲルなど）を入れて、光の当たらない涼しい場所に 

保管して下さい。 

 夏場の車内は高温になりますので、お薬を車内に放置しないようお願いします。 

 PTPシートはハサミなどで切り離さず、そのまま保管 して下さい。（切り離したシートの角は鋭利なので別の

シートに穴を開けて湿気が入る場合があります。） 



軟カプセル剤の夏季における取り扱いのお願い 
 

 

下記製品は、添加剤としてゼラチンを含有している「軟カプセル剤」です。 

ゼラチンの特性から、高温多湿条件下での保管により、カプセルが吸湿により軟化し、付着やベタつきが生じ

る可能性がございます。 

 

梅雨や夏場など湿度が高い時期の保管環境には、ご配慮頂きますようお願い申し上げます。１） 

 

 

軟カプセル剤 製品一覧 

・アルファカルシドールカプセル0.25μg/0.5μg/1.0μg｢フソー｣ 

 （製造販売元：扶桑薬品工業株式会社） 

１） 参考文献：橋爪 圭吾，ＰＨＡＲＭ ＴＥＣＨ ＪＡＰＡＮ，じほう，Ｖｏｌ.26 Ｎｏ.13，2010，ｐ117-120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

沢井製薬株式会社 医薬品情報センター 

フリーダイヤル 0120-381-999 

 

◆ 医療関係者様へのお願い 

➢ 夏季（梅雨・夏場）は湿度が高いため、可能であれば軟カプセル剤は一次包装（PTPシート、アルミ分包）

のままでの調剤をお願いします。 

➢ 自動分包機ケース内に軟カプセル剤が保管されている場合には、夜間の湿度にもご注意下さい。 

➢ 製品の使用にあたりましては、本製品の電子添文をご確認下さい。 

◆ 医療関係者から患者さんへお伝えいただきたいこと（梅雨・夏場） 

➢ 軟カプセル剤は缶などの密閉容器に、乾燥剤（シリカゲルなど）を入れて、光の当たらない涼しい場所に保

管して下さい。 

➢ 夏場の車内は高温になりますので、お薬を車内に放置しないようお願いします。 

➢ PTPシートはハサミなどで切り離さず、そのまま保管して下さい。（切り離したシートの角は鋭利なので別の

シートに穴を開けて湿気が入る場合があります。） 

2025 年６月 沢井製薬株式会社 学術部 作成 



軟カプセル剤の夏季における取り扱いのお願い 
 

 

下記製品は、添加剤としてゼラチンを含有している「軟カプセル剤」です。 

ゼラチンの特性から、高温多湿条件下での保管により、カプセルが吸湿により軟化し、付着やベタつきが生じ

る可能性がございます。 

 

梅雨や夏場など湿度が高い時期の保管環境には、ご配慮頂きますようお願い申し上げます。１） 

 

 

軟カプセル剤 製品一覧 

・シクロスポリンカプセル10mg/25mg/50mg｢ＴＣ｣ 

  （製造販売元：東洋カプセル株式会社） 

１） 参考文献：橋爪 圭吾，ＰＨＡＲＭ ＴＥＣＨ ＪＡＰＡＮ，じほう，Ｖｏｌ.26 Ｎｏ.13，2010，ｐ117-120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

沢井製薬株式会社 医薬品情報センター 

フリーダイヤル 0120-381-999 

◆ 医療関係者様へのお願い 

➢ 夏季（梅雨・夏場）は湿度が高いため、可能であれば軟カプセル剤は一次包装（PTPシート、アルミ分包）

のままでの調剤をお願いします。 

➢ 自動分包機ケース内に軟カプセル剤が保管されている場合には、夜間の湿度にもご注意下さい。 

➢ 製品の使用にあたりましては、本製品の電子添文をご確認下さい。 

◆ 医療関係者から患者さんへお伝えいただきたいこと（梅雨・夏場） 

➢ 軟カプセル剤は缶などの密閉容器に、乾燥剤（シリカゲルなど）を入れて、光の当たらない涼しい場所に保

管して下さい。 

➢ 夏場の車内は高温になりますので、お薬を車内に放置しないようお願いします。 

➢ PTPシートはハサミなどで切り離さず、そのまま保管して下さい。（切り離したシートの角は鋭利なので別の

シートに穴を開けて湿気が入る場合があります。） 

2025 年６月 沢井製薬株式会社 学術部 作成 
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